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特
集
◎

も
っ
と
知
り
た
い
。

焼
却
灰
の
こ
と

  　
　
　
　
　
　

～「
も
え
る
ご
み
」は
、ど
こ
へ
行
く
～

例
え
ば
、
今
朝
、
丸
め
て
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
た
テ
ィ
シ
ュペ
ー
パ
ー
。

自
宅
、
集
積
所
、
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、
焼
却
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
７
％
ほ
ど
の
重
さ
の
焼
却
灰
と
な
り
、

中
野
市
に
あ
る
最
終
処
分
場
で
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

焼
却
灰
を
は
じ
め
と
し
た
埋
め
立
て
ご
み
を
自
ら
処
理
す
る
た
め
、

市
内
に
処
分
施
設
を
整
備
す
る
検
討
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
こ
の
現
状
と
展
望
を
特
集
し
ま
す
。



「
も
え
る
ご
み
」
は
ど
こ
へ
い
く

　

私
た
ち
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出

さ
れ
た
可
燃
ご
み
は
、
ま
ず
、
穂
高

北
穂
高
に
あ
る
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
穂
高
広
域
施
設
組
合
）
に
運

ば
れ
、
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
組
合
は
、安
曇
野
市
を
始
め
、

池
田
町
、松
川
村
、生
坂
村
、筑
北
村
、

麻
績
村
の
一
市
一
町
四
村
で
構
成
さ

れ
る
一
部
事
務
組
合
で
、
構
成
市
町

村
の
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
、
し
尿

の
共
同
処
理
や
、
余
熱
を
利
用
し
た

レ
ジ
ャ
ー
施
設「
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
」

の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
焼
却
さ
れ
る
可
燃
ご
み
は

１
日
１
０
０
㌧
以
上
。
そ
の
約
８
割

は
安
曇
野
市
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
焼
却
灰
に
、

し
尿
汚
泥
の
焼
却
灰
、
ま
た
、
焼
却

処
分
で
き
な
い
ガ
ラ
ス
・
陶
器
く
ず

な
ど
が
加
わ
る
と
、
１
日
10
㌧
ほ
ど

の
埋
め
立
て
ご
み
が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
埋
め
立
て
ご
み
は
、
組

合
に
は
最
終
処
分
施
設
が
な
い
た

め
、中
野
市
に
あ
る
飯
山
陸
送
（
株
）

ハ
サ
マ
処
分
場
に
運
ば
れ
、
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
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最
終
処
分
場
の
現
状

　

し
か
し
、
県
内
の
民
間
最
終
処
分

場
の
受
け
入
れ
容
量
は
、
年
々
減
少

し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

現
在
、
埋
め
立
て
ご
み
を
受
け
入

れ
て
い
る
飯
山
陸
送
（
株
）
ハ
サ
マ

処
分
場
も
例
外
で
は
な
く
、
近
い
将

来
、
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
、
大
規
模
な
受
け

入
れ
を
行
う
最
終
処
分
場
を
県
内
に

建
設
す
る
こ
と
は
、
地
元
地
域
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集

もっと知りたい。焼却灰のこと
もえるごみから出る焼却灰などを処分する最終処分場の整備をどうするか――。
本年度から、この課題についての具体的な検討が行われています。
まずは「もえるごみ」の処理の現状を探り、整備が必要とされている背景についてまとめます。

各家庭から「もえるごみ」が出さ

れます。ちなみに「もえるごみ」

で最も多い（重い）のは、生ごみで、

全体の４割以上を占めているとい

う調査結果もあります。

週２回、各地域のごみ集積所に「も

えるごみ」が集まります。集積所

の管理は、各地域の皆さんによっ

て行われています。

市の委託業者によって、各

地域のごみ集積所から穂高

クリーンセンターに運び込

まれます。

穂高クリーンセンターでは、流動

床式焼却炉という炉を用い、「もえ

るごみ」を完全燃焼させます。

焼却から発生する熱エネ

ルギーは、あづみのラン

ドの温水プールで利用さ

れています。

焼却灰は、飛散などを防ぐ

ため、溶剤で固められ、固化

灰となります。固化灰は、中

野市にある飯山陸送(株)ハ

サマ処分場まで運ばれます。

中野市の飯山陸送

( 株 ) ハサマ処分場

では、各市町村の

焼却灰などの処分

や産業廃棄物の埋

めたてごみの処分

が行われています。

スタート

県内の最終処分場は
満杯になりつつあります



自
ら
の
処
分
場
を

　

穂
高
広
域
施
設
組
合
で
は
、
こ
の

最
終
処
分
場
の
問
題
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
平
成
17
、
18
年
度
に
「
穂
高

広
域
施
設
組
合
処
理
施
設
検
討
委
員

会
」
を
組
織
し
、「
穂
高
広
域
施
設

組
合
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
管
内
の
住
民
・

事
業
者
に
対
し
て
、
ご
み
減
量
の
徹

底
を
図
り
、
そ
れ
で
も
出
て
し
ま
う

ご
み
は
焼
却
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
焼
却
灰
の
最
終
処
分
に

つ
い
て
は
、
自
ら
出
し
た
ご
み
は
自

ら
処
理･

処
分
す
る
「
自
区
内
処
理

の
原
則
」
に
基
づ
き
、
管
内
で
最
終

処
分
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、

こ
の
施
設
は
将
来
に
わ
た
り
組
合
が

適
正
に
管
理
す
る
責
任
を
負
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
策
定
と
同
時

に
「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備

基
本
構
想
」
も
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
で
は
、
埋
立
容
量
や
整

備
に
必
要
な
面
積
、
供
用
開
始
の
目

標
年
度
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
次
世
代

型
の
施
設
と
言
わ
れ
て
い
る
被
覆
型

（
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
）
最
終
処

分
場
施
設
を
採
用
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
初
の
建
設
地
は
、
組
合

構
成
市
町
村
の
う
ち
、
人
口
や
ご
み

収
集
量
が
最
も
多
い
安
曇
野
市
内
と

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

年
度
内
に
候
補
地
選
定

　

組
合
が
策
定
し
た
「
ご
み
処
理
基

本
計
画
」
と
「
最
終
処
分
場
整
備
基

本
構
想
」
に
基
づ
き
、
最
終
処
分
場

の
整
備
に
向
け
検
討
す
る
た
め
、
最

終
処
分
場
検
討
委
員
会
を
今
年
4
月

に
設
置
し
ま
し
た
。
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こ
の
委
員
会
は
、
学
識･

有
識
委

員
と
公
募
委
員
15
人
で
構
成
し
、
施

設
用
地
の
選
定
や
処
理･

処
分
方
式

な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

用
地
選
定
な
ど
の
具
体
的
な
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、「
一
般
廃
棄
物
整

備
基
本
構
想
」
に
あ
る
基
本
方
針
に

沿
っ
て
行
う
も
の
と
し
、
市
内
各
地

域
の
候
補
地
に
対
す
る
住
民
意
見
交

換
会
、
現
地
調
査
、
比
較
評
価
な
ど

を
経
て
、
年
度
内
に
は
、
候
補
地
の

選
定
を
行
う
予
定
で
す
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
施
設

　
「
も
え
る
ご
み
」
が
、
今
す
ぐ
に

安
曇
野
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
、
考

え
に
く
い
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
最
終
処
分
場
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
施
設
と
な

り
ま
す
。
ご
み
減
量
、
分
別
を
積
極

的
に
図
る
と
と
も
に
、
市
民
全
体
の

問
題
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自区内の責任で
処分することを

目指します

　最終処分場検討委員会は、原則月１回開か

れています。７月は、第４回検討委員会を

開き、現在の委託先である中野市の飯山陸送

（株）ハサマ処分場（右写真）と、新潟県の被

覆型（クローズドシステム）最終処分場施設

の視察を行いました。８月に入ってからは、

候補地選定に向けた選定方法などを検討し

ていきます。また同委員会は原則公開で行わ

れますが、検討内容によっては、非公開で行

われる場合もありますので、事前に組合ホー

ムページや組合庶務係でご確認ください。

問穂高広域施設組合
　（ 82・2147 82・8779）

　URL http://www.anc-tv.ne.jp/~hotaka-c/

 平成 17 年
4 月	 穂高広域施設組合処理施設検討委員会（第１回）
6 月	 同最終処分場用地選定作業部会の設置
7 月	 作業部会による県の中信地区廃棄物処理施設候
	 補地選定計画説明会
12 月	 作業部会から検討委員会へ最終報告書の提出
	 （用地選定方法〈ルール〉案など）

 平成 19 年
3 月	 検討委員会一般廃棄物処理基本計画・一般廃棄
	 物最終処分場基本構想等の提言内容の最終確認
	 （第 20 回）
4 月　同検討委員会より組合管理者へ提言書の提出
	 （一般廃棄物処理基本計画・一般廃棄物最終処
	 分場基本構想・一般廃棄物最終処分場用地選定
	 に関する提言書）
6 月	「穂高広域施設組合一般廃棄物処理基本計画」、
	 「一般廃棄物最終処分場基本構想・一般廃棄物
	 最終処分場用地選定」策定

 平成 20 年
4 月	 穂高広域施設組合最終処分場検討委員会
	 （学識 ･有識者委員の委嘱）（第１回）
5 月	 検討委員会 : 公募委員の選考（第２回）
6 月	 検討委員会 : 公募委員の委嘱（第３回）
7 月	 検討委員会 : 最終処分場施設の現地視察（中野
	 市飯山陸送ハサマ処分場・新潟県長岡市栃尾最
	 終処分場）（第４回）

安曇野市から　「もえるごみ」は、どのくらい出ているか？
もえるごみの量を
市民１人あたりに換算すると ･･･。

もえるごみは焼却灰となり、もとの７～８％の重量

になります。また、もえるごみの焼却灰は、埋め立

てごみの８割近くを占めます。

※資料は、平成 18 年度安曇野市の家庭系ごみ量、平成 19 年 3 

　月 31 日現在市人口から作成

年間２万808㌧の家庭ごみを排出！
（およそスペースシャトル 10 機分の重さ）

年間 141㌔　
１日 388㌘　（およそ食パン１斤分の重さ）

特集    もっと知りたい。焼却灰のこと

34％ 66％
（1万3,775㌧）（7,033㌧）
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最終処分場計画にかかわる歩み



　

昭
和
51
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
園
舎

は
老
朽
化
が
進
み
、
園
児
の
増
加
な

ど
に
は
こ
れ
ま
で
、
プ
レ
ハ
ブ
の
増

築
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
園
舎
は
、（
株
）
安
曇
富
士
の

南
側
の
敷
地
約
１
万
４
千
平
方
㍍
に

建
て
ら
れ
、
床
面
積
は
旧
園
舎
の
約

１
・
４
倍
。
延
長
保
育
室
や
地
域
間

交
流
室
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
太
陽

熱
を
利
用
し
た
暖
房
を
採
用
し
、
年

間
約
１
６
０
０
㌔
の
二
酸
化
炭
素
を

削
減
で
き
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
設
計
が
特
徴
で
す
。

　

総
事
業
費
は
10
億
６
、
７
６
７
万

円
で
、
約
６
割
の
基
金
と
、
約
４
割

の
合
併
特
例
債
が
主
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
ゅ
ん
工
式
で
平
林
市
長
は
「
地

域
と
と
も
に
歩
む
保
育
園
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
園
児
ら
と
と
も
に
く
す
玉
を
割

り
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
明
け
か
ら
こ
の
園
舎
に
通

う
年
長
の
松
本
成な

お生
く
ん
は
「
お
友

達
と
か
け
っ
こ
し
て
遊
び
た
い
。
楽

し
く
遊
べ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
本
年
度
、
こ
の
園
舎
の
ほ

か
、
有
明
保
育
園
の
分
園
化
や
明
科

北
保
育
園
改
築
の
準
備
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
都
市
計
画
審
議
会
と
は･･･

　

市
が
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
都

市
計
画
案
を
調
査
審
議
す
る
機
関
で

す
。
市
が
定
め
よ
う
と
す
る
都
市
計

画
案
を
審
議
す
る
ほ
か
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
の
調
査
審
議
、
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
の

建
議
（
将
来
の
行
為
に
関
し
、
意
見

や
希
望
を
申
し
出
る
こ
と
）
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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市 政 ト ピ ッ ク ス

専
門
委
か
ら
９
月
に
提
言

　

市
の
統
一
し
た
土
地
利
用
制
度
に

つ
い
て
は
、市
民
を
中
心
と
し
た「
土

地
利
用
市
民
検
討
委
員
会
（
以
下
、

市
民
検
討
委
員
会
）」
と
都
市
計
画

の
専
門
家
に
よ
る
「
土
地
利
用
構
想

調
査
専
門
委
員
会
（
以
下
、
専
門
委

員
会
）」
の
２
つ
の
委
員
会
を
設
け

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
検
討
委
員
会
で
は
、「
ま
ち

の
か
た
ち
」
な
ど
を
ま
と
め
、
本
年

3
月
に
提
言
書
を
市
長
に
提
出
し
、

専
門
委
員
会
は
、
そ
の
提
言
さ
れ
た

内
容
を
基
に
、
合
併
後
の
統
一
し
た

制
度
と
し
て
「
都
市
計
画
法
に
よ
る

区
域
区
分（
線
引
き
）」あ
る
い
は「
独

自
条
例
」
の
ど
ち
ら
が
市
の
制
度
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
を
含
め
、
本
年

9
月
に
提
言
を
行
う
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
を
み

な
が
ら
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に
は
、
ど

ち
ら
の
制
度
で
土
地
利
用
規
制
を

行
っ
て
い
く
か
方
針
を
決
定
す
る
予

定
で
す
。

都
市
計
画
・
景
観
計
画
策
定
に
着
手

　

市
民
検
討
委
員
会
の
提
言
で
は

「
立
地
・
用
途
」「
形
態
」「
住
民
参
加
」

の
３
つ
の
ル
ー
ル
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
立
地
・
用
途
の
ル
ー
ル

や
土
地
利
用
計
画
・
都
市
施
設
計
画

な
ど
の
計
画
策
定
を
行
う
「
都
市
計

画
策
定
委
員
会
」
と
、
形
態
の
ル
ー

ル
な
ど
景
観
に
か
か
わ
る
計
画
の
策

定
を
行
う「
景
観
計
画
策
定
委
員
会
」

を
新
た
に
組
織
し
、
6
月
末
か
ら
検

討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
住
民
参
加
」
の
ル
ー
ル
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
策
定
に
共
通
し
た
課
題
と
し
て
、

計
画
の
策
定
か
ら
運
用
ま
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く

か
を
計
画
に
盛
り
込
む
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

　

市
の
土
地
利
用
に
関
す
る
統
一
し

た
ル
ー
ル
が
選
択
さ
れ
た
後
も
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
専
門
委
員
会

で
、
引
き
続
き
検
討
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
11
月
こ
ろ
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
や
そ
の
制
度
を
選
択

し
た
理
由
、
今
後
の
進
め
方
、
一
部

ル
ー
ル
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
地

域
別
懇
談
会
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
大

勢
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

統
一
ル
ー
ル
の
運
用
は
、
平
成
23

年
4
月
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
都
市
計
画
審
議
会

　
「
安
曇
野
市
都
市
計
画
審
議
会
」

の
任
期
が
満
了
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
左
上
表
の
と
お
り
委
員
が
改
選

さ
れ
ま
し
た
。
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土
地
利
用
制
度
の
ゆ
く
え

「
線
引
き
か
条
例
か
」
今
秋
に
も
提
言

旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
市
の
土
地
利
用
管
理
の
ル
ー
ル
を
、

統
一
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

第２回景観計画策定委

員会の様子。市民を中

心に、具体的な検討が

行われています。( ７

月８日・豊科総合支所）

 

し
ゅ
ん
工

堀
金
保
育
園
が
完
成

堀
金
保
育
園
の
移
転
新
築
工
事
が
完
了
し
、

7
月
23
日
に
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

都市計画策定委員

委員長：宮澤正士、副委員長：
板花守夫、委員：青柳雅夫・内
川佳子・小沢寛・帯刀佳郎・勝
野利勉・田尻知江子・堤守・藤
澤渡・水谷元美・渡辺研・等々
力豪・沖旻・口村孝・斎藤香織・
布施稔・水口森隆

景観計画策定委員

委員長：場々洋介、副委員長：
浅川隆、委員：鶴見静江・耳塚
包子・村山弘行・高松伸幸・山
﨑正博・宮﨑崇徳・手塚喜万・
岡江正・浅輪文雄・上林博・横
田耕太郎・歌代久志・伊藤妙子

都市計画審議会委員

会長：藤澤渡、職務代理者：勝
野利勉、委員：小林忠孝・竹岡
峰子・宮川知江古・金森伊継・
山田安子・斉藤正昭・田中義明・
塚田稔茂・矢口俊雄・白澤幸男・
矢澤毅彦・望月妃佐枝・矢澤久
男・丸山賢治・降幡廣信・高山
一榮・松澤好哲・宮下明博・平
林富夫・仁科光晴



市民活動センターわの会
4 4 4

から
お知らせ
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こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
今
年
3
月

に
市
の
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定

し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
報
告
を
兼
ね

て
開
催
し
た
も
の
で
、
関
係
団
体
の

役
員
が
中
心
と
な
り
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
林
市
長
は
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
の
条
例
制
定
を
本
年
度
予
定
し

て
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
の
参
画

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
お
互
い
を
認

め
合
い
、
皆
が
生
き
生
き
暮
ら
す
こ

と
が
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
安
曇
野
市

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
推
進
委
員

会
の
山
田
安
子
会
長
が
、
平
成
20
年

度
か
ら
24
年
度
を
目
途
に
策
定
さ
れ

た
計
画
の
概
要
を
説
明
。「
こ
の
計

画
は
１
つ
の
目
標
で
目
安
。
目
に
見

え
ず
形
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
皆

で
協
力
し
あ
っ
て
推
進
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
和
太
鼓
と
民
話
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
役
員
に
よ
る

参
画
を
テ
ー
マ
と
し
た
寸
劇
が
、
男

女
共
同
参
画
か
る
た
を
取
り
入
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
寸
劇
で
は
、妻

が
区
の
分
館
長
を
受
け
て
き
た
こ
と

に
対
す
る
夫
や
息
子
、
ご
近
所
の
反

応
な
ど
が
楽
し
く
演
じ
ら
れ
、
市
民

約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

内
山
二
郎
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
迎
え
、
市
内
か
ら
選
ば
れ
た

５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
ま
し
た
。
区
切
り
ご
と
に

壇
上
を
降
り
、
会
場
の
参
加
者
か
ら

意
見
を
聞
い
て
回
る
内
山
さ
ん
の
進

行
は
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
参
加
者
の

笑
い
と
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
男
女
が
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
」
の
問
い

に
、「
労
働
環
境･

社
会
的
支
援
の

整
備
が
必
要
」
と
い
う
答
え
が
半
数

近
く
を
占
め
ま
し
た
。
参
加
者
の
田

原
ち
え
こ
さ
ん
（
豊
科
）
は
、「
女

性
は
も
っ
と
意
見
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。
今
は
仲
間
と
互
い
の
資
質
を
高

め
あ
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
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市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
情

報
と
人
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
穂
高

総
合
支
所
西
の
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
活
動
団
体
の
情
報

お
よ
び
行
政
情
報
な
ど
を
掲
示
す
る

情
報
コ
ー
ナ
ー
や
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ナ
ー
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
市
民
活
動

を
さ
ら
に
広
げ
、
深
め
る
場
に
す
る

こ
と
を
狙
い
と
す
る
も
の
で
す
。

　

施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
市
と
と
も
に
施
設
運
営

の
検
討
を
行
っ
て
き
た
市
民
を
中
心

に
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
わ
の
会

4

4

4

」

を
新
た
に
組
織
し
、
こ
れ
に
あ
た
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
で
会
議

室
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
会

に
登
録
し
、
施
設
の
管
理
運
営
に
も

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
く
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
」か
ら
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け

市
民
と
行
政
の
情
報
共
有
の
た
め
の
施
設
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」。

10
月
開
設
を
目
指
し
、
協
働
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

登録団体・個人募集

　市民活動センターの施設使用
や管理運営にかかわれる登録団
体、個人を募集します。
■期間　随時
■申し込み　各総合支所内地域
支援課まちづくり推進係窓口
または市ホームページで応募
用紙を入手し、必要事項を記
入のうえ、電子メール、ＦＡ
Ｘ、郵送、直接持参などで応
募してください。

センターの愛称募集

■期間　9月 5日（金）（必着）
■選考方法　市民活動センター
わの会の役員会で選考決定し
ます。

■結果発表　市民活動センター
のオープン時に発表します。

■申し込み　上記「登録団体・
個人募集」と同様

■応募・お問い合わせ
　県安曇野庁舎内企画財政部
　まちづくり推進課
　（ 71・2000 71・5000）
　または、各総合支所地域支援課

市民活動センターの
事業内容

市民活動のための
①情報収集、提供

②交流の支援

③市民活動の場の提供

④センターの事業企画

⑤研修、学習機会の提供

など  

 

男
女
共
同
参
画

共
同
参
画
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

安
曇
野
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム 

～
な
ん
て
っ
た
っ
て
参
画
～ 

を

7
月
5
日
、
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

男女共同参画推進条例制定に向けて ～パブリックコメントの募集～
　市では、安曇野市男女共同参画推進条例を制定するため、広く市民・事業者の皆さんから、素案に対する意
見と要望（パブリックコメント）を募集します。
　この条例は、市の男女共同参画推進の基本となるもので、家庭・地域・職場・学校などのあらゆる分野において、
男女が対等な立場で参画の機会が確保され、一人ひとりの個性と能力が発揮できる男女共同参画社会の実現を
目指して制定するものです。
■応募期限　9月 17 日（水）（必着）
■応募資格　市内に住所を有するか勤務・通学する人、または、市内で事業・活動を行う個人や団体
■応募方法　任意の用紙に意見、要望事項を記載し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、電子メール・FAX・郵送・
持参のいずれかの方法により提出してください。
意見などの募集結果は、住所、氏名、電話番号を除き後日公表します。

■条例（案）の閲覧場所　本庁舎内総務部人権尊重課または各総合支所内地域支援課。市ホームページでも閲覧可。

　市民活動センターわの会では、
市民活動の活性化のために、情
報提供や交流支援をします。10
月オープンを目指し取り組んで
いますので、市民の皆さんのご
参加をお願いします。

会長　今泉　一

寸劇の一場面（安曇野家のある夜の会話…）
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幼
児
期
は
運
動
神
経
が
形
成
さ
れ

る
最
も
大
切
な
時
期
で
す
。
こ
の
大

切
な
時
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
動
き

を
、
跳
び
箱
、
マ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
道
具
を
使
っ
て
、
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

9
月
17
日
か
ら
毎
週
水
曜

日
（
全
10
回
）

午
後
5
時
～
6
時

■
場
所　

穂
高
総
合
体
育
館

■
講
師　

水
口 

朋
巳
さ
ん

　
　
　

吉
野 

慎
也
さ
ん

■
対
象　

年
中
児
・
年
長
児

■
募
集
人
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
、
０
０
０
円

（
別
途
保
険
料
５
０
０
円
）

■
申
し
込
み　

8
月
28
日
（
木
）
午

前
8
時
30
分
か
ら
穂
高
会
館
内

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
窓
口
で
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
と

保
険
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。
電
話
で
の
お
申
し

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
会
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
（
82・５
９
７
０ 

82・３
９
９
０
）

lifelong
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生涯学習だより
安曇野市教育委員会

　

好
評
の
「
夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
多
彩
な
分
野

か
ら
素
晴
ら
し
い
講
師
を
お
招
き
し

ま
す
。
夕
涼
み
を
兼
ね
て
、
お
気
軽

に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
セ
ミ
ナ
ー
内
容

▼
第
１
回　

8
月
28
日
（
木
）

「
山
里
に
生
き
る
大
鹿
歌
舞
伎
」

講
師　

北
村 

尚
幸
さ
ん

（
大
鹿
村
教
育
委
員
会
・
歌
舞
伎

　
保
存
会
事
務
局
）

▼
第
２
回　

8
月
29
日
（
金
）

「
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
の
魅
力　

～
ス

ロ
ー
フ
ォ
ト
で
癒い
や

さ
れ
よ
う
～
」

講
師　

林 

敏
弘
さ
ん

（
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
芸
術
学
会
理
事
）

▼
第
３
回　

9
月
３
日
（
水
）

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
（
植
物
画
）

の
楽
し
み
」

講
師　

山
田 

恭
子
さ
ん

（
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

▼
第
４
回　

9
月
5
日
（
金
）

「
ワ
イ
ン
と
楽
し
む
素す
て
き敵
な
生
活
」

講
師　

森 

勤
さ
ん

（
ホ
テ
ル
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
安
曇
野

シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
）

※
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
あ
り
ま
す
の
で

乗
り
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
各
回
共
通
）

■
時
間　

午
後
7
時
～
9
時

■
場
所　

豊
科
公
民
館　

大
会
議
室

■
定
員　

１
０
０
人

■
入
場
料　

無
料

問
豊
科
公
民
館

　
（
72・２
１
５
８ 

73・６
４
０
１
）

穂
高
会
館

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室

　

第
６
回
と
な
る
今
回
は
、
室
山
で

秋
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。
秋
の
風

を
感
じ
な
が
ら
身
近
な
自
然
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

9
月
20
日
（
土
）

午
前
9
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

室
山
（
三
郷
小
倉
）
～

田
淵
行
男
記
念
館 

※
集
合
は
室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
入
口

駐
車
場
（
リ
フ
ト
下
）

■
内
容　

室
山
近
辺
を
散
策
し
な
が

ら
地
元
の
秋
の
植
物
を
観
察
す
る

■
講
師　

飯
沼 

冬
彦
さ
ん

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
定
員　

28
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

４
０
０
円

（
受
講
料
、入
館
料
、保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み　

9
月
2
日
（
火
）
～

15
日
（
月
）
ま
で
に
、
受
講
料
を

添
え
て
田
淵
行
男
記
念
館
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
田
淵
行
男
記
念
館

（

 

72
・
９
９
６
４
）

　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友

の
会
で
は
、設
立
５
周
年
を
記
念
し
、

安
曇
野
市
穂
高
出
身
の
上
松
美
香
さ

ん
を
お
招
き
し
て
ア
ル
パ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
開
演
前
に
は
抹

茶
の
お
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
初

秋
の
一
夜
を
美
術
館
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

9
月
14
日
（
日
）

午
後
6
時
30
分
～
8
時

■
場
所　

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美

術
館　

主
屋

■
定
員　

２
０
０
人
（
会
員
を
優
先

し
、
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
入
場
料　

無
料（
展
示
室
は
有
料
）

■
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
人

数
（
１
通
に
つ
き
４
人
以
内
）
を

明
記
し
て
、
次
の
あ
て
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
３
９
９
‐
８
３
０
２

安
曇
野
市
穂
高
北
穂
高
４
０
８
‐
１

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友

の
会
事
務
局

■
締
め
切
り　

9
月
1
日（
月
）必
着

問
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

友
の
会
事
務
局
（
美
術
館
内
）

　
（
81・３
０
３
０ 

82・０
５
５
１
）

　

現
在
の
日
本
列
島
は
ど
う
や
っ
て

形
作
ら
れ
た
の
か
？
安
曇
族
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
？
糸
魚
川
‐

静
岡
構
造
線
断
層
露
頭
、
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
安
曇
族
が

求
め
た
と
い
う
説
も
あ
る
日
本
古
来

の
宝
玉
の
産
地
ヒ
ス
イ
峡
な
ど
を
訪

れ
て
列
島
の
成
り
立
ち
や
安
曇
族
の

ル
ー
ツ
を
考
察
し
ま
す
。

■
日
時　

9
月
17
日
（
水
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時
30
分
こ
ろ

■
集
合　

三
郷
公
民
館

■
講
師　

木
船 

清
さ
ん

■
定
員　

20
人

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

１
人
７
０
０
円
程
度

（
入
館
料
な
ど　

当
日
集
め
ま
す
）

■
服
装　

帽
子
、
運
動
靴

■
持
ち
物　

昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

具
・
雨
具
、
保
険
証
（
写
）

■
申
し
込
み　

８
月
29
日（
金
）ま
で

に
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
三
郷
公
民
館

　
（
77・２
１
０
９ 

76・３
０
７
７
）

11 広報あづみの　2008.8.20

豊
科
公
民
館

夕
涼
み
セ
ミ
ナ
ー

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友
の
会

上
松
美
香
ア
ル
パ
の
夕
べ

三
郷
公
民
館

秋
の
自
然
観
察
会

大鹿歌舞伎（写真：大鹿村教育委員会提供）

上松美香さん
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お
す
す
め
の
一
冊

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん

ジ
ー
ン
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
　
作

紹介する人

赤羽 夏美さん（明科東川手）
　ねぇ、みんな聞いて！私「あしながおじさん」を読んだん
です！とっても面白くて、誰かに話して楽しみを共有したかっ
たんです。
　ジュディの学校生活の手紙は、実に生き生きと書かれ、元
気で愉快、ユーモアもあり、それでいてちゃんと自己主張
ができています。私までジュディになったみたいにドキドキ、
ワクワクしてしまいました。手紙ってこんな風に書くんですね。
そして、ジュディがまだ想像でしか知らない、ずっとずっと４
年間会いたかった「あしながおじさん」に最後の最後に会え
たことで、この話は完了。感動！満足！
追伸：最後に分かったこと。これって本当は素晴らしいラブ
　　　ストーリーだったんですね！

図書館 ドキドキ・ワクワクお話の世界

９月の おはなし
豊科　ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室 (Tel.72・2158）

三郷　ポケットの会
三郷公民館児童室 (Tel.77・2109）

堀金　おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー (Tel.72・5796）

明科　おはなしの会
明科図書館内おはなしの部屋 (Tel.62・1122）

１９日（金）	11：00～（幼児対象）
	 16：30～（５歳以上対象）

１３日（土）	10：00～（幼児～）

１０日（水）	10：30～
	 （乳幼児対象、絵本わくわく講座②）
１９日（金）	16：15～（小学生・保育園児対象）

２７日（土）	11：00～（幼児対象）
	 11：30～（５歳以上対象）

学校開放講座
市内小・中・高等学校で、教職員を講師とした学校開放講座を開催します。

それぞれの学校へ直接申し込んでください。

●　　　山好きの「生物学」　　　●

■日時　10 月 9・16・23・30 日（各木曜日）
　　　　午後 6 時 30 分～ 8 時 45 分
■場所　〒 399-7101　明科東川手 100
　　　　　　　　　　　明科高等学校　生物教室
■講師　丸山 武志 先生
■定員　先着 15 人
■受付開始日時　8 月 20 日（水）午前 9 時
■申込方法　（ 62・4388 81・2021）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●　レッツプレイテニス（軟式）　●

■日時　10 月 11・18 日（各土曜日）午後 1 時～ 4 時
■場所　〒 399-8205　豊科 1487
　　　　　　　　　　　豊科南中学校　テニスコート
■講師　阿部 裕一 先生
■定員　先着 24 人
■持ち物等　運動ができる服装、テニスシューズ、
　　　　　　持っている人はソフトテニス用ラケット
　　　　　　（雨天の場合は中止、ラケットの貸し出し可）
■受付開始日時　9 月 11 日（木）午前 10 時
■申込方法　（ 72・7860 72・7870）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●科学遊び「ポンポン船を作ろう」●

■日時　10 月 25 日（土）午前 9 時～正午
■場所　〒 399-8203　豊科田沢 5626
　　　　　　　　　　　豊科東小学校　視聴覚室
■講師　佐藤 喜男 先生、丸山 信夫 先生
■定員　20 人（小学生と保護者）
■材料費　200 円
■持ち物　筆記用具
■受付開始日時　9 月 8 日（月）午前 9 時
■申込方法　（ 72・7400 72・7559）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●　　　けん玉名人になろう　　　●

■日時　11 月 15 日、12 月 6 日、1 月 17 日（各土曜日）
　　　　午前 10 時～正午
■場所　〒 399-8201　豊科南穂高 2692
　　　　　　　　　　　豊科北小学校　視聴覚室
■講師　高山 万

かずとし

寿 先生
■定員　先着 20 人
■持ち物　けん玉
■受付開始日　10 月 14 日（火）
■申込方法　電話不可。（ 72・2999）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●　　　　書道に親しむ　　　　●

■日時　10 月 10・17 日（各金曜日）
　　　　午後 7 時～ 9 時 30 分
■場所　〒 399-8205　豊科 2341
　　　　　　　　　　　豊科高等学校　書道教室
■講師　上野 実 先生
■定員　先着 20 人
■材料費　1 回 500 円（テキスト、用具材料含む）
■持ち物等　書道用具（筆・墨・硯・紙）汚れてもよい
　　　　　　服装、上履き
■受付開始日　9 月 1 日（月）
■申込方法　電話不可。（ 71・1151）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●初めてのスクラップブッキング●

■日時　10 月 11・18 日、11 月 22・29 日（各土曜日）
　　　　午前 10 時～正午
■場所　〒 399-8205　豊科 1487
　　　　　　　　　　　豊科南中学校　会議室
■講師　大谷 裕美 先生
■定員　先着 15 人
■材料費　1 作品 300 円（画用紙、シール、折り紙など）
■持ち物　切ったり貼ったりしてもよい写真を一作品につき
　　　　　２～３枚、はさみ、カッター、スティックのり
■受付開始日時　9 月 11 日（木）午前 10 時
■申込方法　左記のテニスと同じ

●　日商簿記検定３級直前講座　●

■日時　11 月 12 日（水）・13 日（木）・14 日（金）
　　　　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
■場所　〒 399-8303　穂高 6839
　　　　　　　　　　　穂高商業高等学校　簿記室
■講師　藤原 慎吾 先生ほか
■定員　先着 40 人
■持ち物　電卓、筆記用具、上履き
■受付開始日時　10 月 27 日（月）午前 9 時
■申込方法　（ 82・2162 81・1066）または、
　　　　　　はがきで事前にお申し込みください。

●　楽しく作ろう！親子料理教室　●

■日時　10 月 11 日、11 月 15 日、12 月 6 日（各土曜日）
　　　　午前 10 時～正午
■場所　〒 399-8201　豊科南穂高 2692
　　　　　　　　　　　豊科北小学校　調理室
■講師　食生活改善推進協議会の皆さん
■定員　先着 30 人（子どもだけの参加も可）
■材料費　1 回 100 円
■持ち物　エプロン、バンダナなど
■受付開始日　9 月 8 日（月）
■申込方法　左記のけん玉と同じ

ふれ愛　交流　共汗
『２００８県民スポーツフェスティバル』

参加者募集中
１　日　　時　10 月 12 日（日）　午前 8時 30 分～午後 3時 30 分
２　場　　所　松本平広域公園（信州スカイパーク）ほか
３　内　　容　○競技の部（13種目）：事務局へ直接申し込みしてください。
　　　　　　　　陸上競技、グラウンド・ゴルフ、ペタンク、ミニサッカー、フットサル、小学生相撲、キン
　　　　　　　　ボール、ソフトボール、ソフトバレーボール、ゲートボール、マレットゴルフ、ラージボール卓球、
　　　　　　　　トリオボウリング（トリオボウリングのみ10月26日（日）実施）
　　　　　　　○ふれあいスポーツの部（6種目）：当日参加可能です。
　　　　　　　　健康ウオーキング教室、インディアカ、フライングディスク、ペタンク、キンボール、
　　　　　　　　ビームライフル
　　　　　　　○イベント広場：当日参加可能です。　　　　　　　　　
　　　　　　　　《あそびの広場》　レクリエーション体験コーナー
　　　　　　　　　・チャレンジ・ザ・ゲーム、皿まわし、ユニカール、スポーツチャンバラ、ディスゲッ
　　　　　　　　　　ター、パラバルーン、３Ｂ体操　この他競技団体による模範演技
　　　　　　　　《健康の広場》
　　　　　　　　　・お医者さんによる健康相談、体力テスト　など
４　申込締切　9 月 5日（金）
５　申込方法　パンフレットに掲載の申込用紙を使用し、郵送かＦＡＸにてお申し込みください。
　　　　　　　パンフレットおよび開催要項は、明科総合支所内教育委員会スポーツ振興係または各地域公
　　　　　　　民館窓口などに設置しています。
６　問い合わせ先　県民スポーツフェスティバル実行員会事務局
　　　　　　　　　〒380-8570 長野市南長野幅下 692-2　長野県教育委員会事務局スポーツ課内
　　　　　　　　　（ ０２６－２３５－７４４９　 ０２６－２３５－７４７６）
　　　　　　　　　E-mail　sports-ka@pref.nagano.jp
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.pref.nagano.jp/kyouiku/taiiku/kenspo.htm
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　第25回信州安曇野わさび祭りが8月3日、
穂高駅前通りと穂高神社で開かれました。
日中は YOSAKOI 安曇野が催され、県内
外から 43 チーム・1,600 人が参加。華麗
な演舞が街を彩りました。夜の納涼祭で
は、穂高地域の住民を中心に 33 団体 2,200
人が｢穂高音頭｣や｢穂高サンバ｣を踊り、夏
の一夜を過ごしました。なお、YOSAKOI
安曇野の受賞結果は下記の通り。
◎YOSAKOI 安曇野賞 =信州大学YOSAKOI 祭
りサークル｢和っしょい」（松本市）、わさび祭り賞
=都

み さ き

咲喜（新潟県）、商工会青年部賞 =夢
むう ぶ

舞 二本
松（福島県）、審査員特別賞 =地球防衛軍（安曇
野市）・大町 Bissawa レッツゴー舞隊（大町市）・
ソーレ・あづみの（安曇野市）、あんたが大賞
MVP賞…岩崎弘紀さん（都咲喜）、YOSAKOI 安
曇野KIDS 賞…出場した全 17のジュニアチーム

　市環境課は 7月 19 日、高齢者交通安全教室を
穂高自動車学校で開きました。この日は豊科本
村・吉野・成相地区から 20 人の高齢者が参加。
安曇野警察署交通課長と市交通指導員による講
話に続き、屋外コースに出て実際に車両を使っ
た説明が行われました。電動車いすの走行実演
では、「歩行者と同じ右側通行とは知らなかっ
た」「意外とスピードが出るね」、と参加者も認
識を新たにしていました。昨年度、市内の交通
事故死亡者の 6割が高齢者でした。交通安全に
対する高齢者の関心を高めるため、市では本年
度、高齢者交通安全教室を 3回開催する予定で、
参加を希望する老人クラブを募っています。

　市の名誉市民で漆芸家の髙橋節郎さんが亡く
なって 1年、その作家人生を振り返る企画展「漆
芸家・髙橋節郎のあゆみ」の開会式が、7月 19 日、
安曇野髙橋節郎記念美術館で行われました。式
には、県内外から関係者約 150 人が参加。故人
をしのびつつ展覧会の開催を祝いました。式で
は、髙橋さんが生前故郷を思い詠んだ詩に、豊
科出身の作曲家で、髙橋さんとは高校と大学の
後輩にあたる飯沼信義さんが曲を付けた楽曲「穂
高の四季」が披露されました。管弦楽とバリトン、
コーラスの響きに、髙橋さんの妻・千

かずえ
笑さんは「感

激で胸がいっぱい」と声を震わせていました。
　なお、展覧会は８月 24 日まで。

8/3　信州安曇野わさび祭り(YOSAKOI安曇野・納涼祭)

7/19　高齢者交通安全教室

7/19　名誉市民・髙橋節郎さん没後 1 年

華麗な演舞　穂高の街を彩る

高齢者にやさしい講習

漆芸家・髙橋の歩み振り返る
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　市は福岡市東区との青少年交流事業を 7
月 29 日から 4日間の日程で行いました。
　この事業は、弥生時代に現在の福岡市東
区で勢力を誇っていた「阿曇族」が、安曇
野に移り住んだという伝説がきっかけとな
り、平成 3 年に旧穂高町で始まりました。
今年は 38 人の子どもが参加し、名所の見学
や農業体験などを通じ、交流を深めました。
吉村哲夫・東区長はあいさつで、「私自身、
家族旅行で一番足を運ぶのが長野県。この
地の良さをたくさん教えてください」と、
安曇野の子どもたちに呼びかけました。

　市内で行われた第 41 回交通安全子供自転
車地区大会で個人・団体共に優勝し、県大
会出場を決めた堀金小学校の自転車部は 7
月 8日、市を表敬訪問しました。
　部長の大竹涼太君（6年）は、県大会への
決意と共に「僕たちの活動で、交通事故が
減って欲しい」と夢を語りました。
　県大会は 7月 12 日、長野市エムウェーブ
で開かれ、同部は、団体の部で６位に入賞
しました。

　第 29 回あづみ野祭り（主催：あづみ
野祭り実行委員会）が 7月 26 日、豊科
駅前通りなどで開かれました。メーン
イベントのあづみ野ばやし踊りには、
地元の区や企業、小学校のクラスなど、
46 の踊り連に約 3,100 人が参加しまし
た。工夫を凝らした衣装やメークに彩
られた参加者の踊りは、時間とともに
最高潮に達し、沿道に詰め掛けた見物
客も熱気に包まれました。各コンテス
トの結果は以下のとおりです。
◎踊り連コンテスト（一般 ･分館）最優秀賞
＝ソニー VAIO・桜坂、優秀賞＝豊科高校・
成相、敢闘賞＝豊科病院・安曇野メディア・
新田区、ユーモア賞＝文福・光区、アイデア
賞＝商工会・飯田連、綺麗で賞＝日本舞踊の
会・踏入公民館、エネルギッシュで賞＝アズ
ミ村田製作所・田沢連、心のふるさとで賞＝
市役所・白鳥の里 徳治郎、可愛いで賞＝三郷
中３年４組・真々部連、審査員特別賞 =美容
師組合・本村連
◎仮装コンテスト入賞者＝太田英幸・平林和
江（光）、市川千尋・市川良治（田沢連）、高
橋裕司・山崎美枝・田中ひろ子（安曇野美容
師組合）、白沢弘充（文福）、山口喬之（豊科
金融団）、上田裕介（エプソン）

7/29 ～　安曇野市・福岡市東区青少年交流

7/8　堀金小自転車部表敬訪問

7/26　あづみ野祭り

時間と距離を超え

安全の技 競い合う

３，１００人が舞う
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総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1
日

現
在
で
住
宅･

土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
宅･

土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
、
調
査
結
果
は
、
国
や
県･

市
町

村
が
行
な
う
住
生
活
基
本
計
画
や
、

ま
ち
づ
く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る

た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
、
私
た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大

切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

国
が
指
定
し
た
調
査
対
象
地
域
で

は
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

敷
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
世
帯　

調
査
対
象
地
域
の
世

帯
の
約
９
、８
０
０
世
帯
の
中
か

ら
、
無
作
為
に
抽
出
し
ま
す
。

■
調
査
の
な
が
れ　

▽
9
月
上
旬
～　

調
査
対
象
地
域
の

世
帯
へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

▽
9
月
下
旬
～　

調
査
員
が
調
査
世

帯
に
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。

▽
10
月
1
日
～
（
随
時
）
調
査
員
が

調
査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

問
県
安
曇
野
庁
舎
内
企
画
財
政
部

　

企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

　
（
71・２
０
０
０ 

72・１
２
２
３
）

　

市
で
は
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
更
新
作
業
を

左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
各
総
合

支
所
窓
口
で
の
電
子
証
明
書
の
発
行

や
失
効
手
続
き
、
有
効
期
間
満
了
に

伴
う
更
新
手
続
き
が
停
止
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
更
新
日
時　

9
月
22
日
（
月
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

◇
詳
し
く
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.jpki.go.jp

問
穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

　

市
民
課

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
常
に

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
、
毎
年
8
月
を
道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
心
や
生
活
に
潤
い
を
与

え
て
く
れ
る
樹
木
も
、
伸
び
す
ぎ
て

道
路
に
は
み
出
す
と
歩
行
者
や
自
転

車
な
ど
の
交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
誰
も
が
安
全
に
気
持
ち
よ
く
通

行
で
き
る
よ
う
、
こ
の
期
間
中
に
道

路
へ
は
み
出
し
た
庭
木
や
生
け
垣
な

ど
の
せ
ん
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部

　

監
理
課
管
理
係

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

Information
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平
成
20
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験
お

よ
び
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
狩
猟
免
許
試
験
】

■
日
時　

9
月
28
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

■
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

■
申
し
込
み　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、医
師
の
診
断
書
、

写
真
（
縦
３
㌢
×
横
２
・
４
㌢
）、

返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
に
あ
て

先
明
記
、
80
円
切
手
ち
ょ
う
付
）、

手
数
料
（
長
野
県
収
入
印
紙
５
、

３
０
０
円
分
）
を
添
え
て
松
本
地

方
事
務
所
林
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

■
受
付
期
間　

9
月
1
日
（
月
）

～
9
月
12
日
（
金
）（
郵
送
は
9

月
12
日
の
消
印
有
効
）

【
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会
】

■
日
時　

9
月
20
日
（
土
）　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

■
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

■
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
松
本
地
方
事
務

所
林
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）な
お
、
講
習
会
当
日
に

テ
キ
ス
ト
代
２
、
３
４
０
円
が
必

要
で
す
。

■
受
付
期
間　

9
月
１
日
（
月
）

～
9
月
12
日
（
金
）（
郵
送
は
9

月
12
日
の
消
印
有
効
）

※
申
請
書
・
申
込
書
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
林
務
係

〒
３
９
０
‐
０
８
５
２

松
本
市
大
字
島
立
１
０
２
０

（
40・１
９
２
６ 

48・２
４
９
０
）

ま
た
は
三
郷
総
合
支
所
内

産
業
観
光
部
耕
地
林
務
課

（
77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
有
効

期
間
満
了
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
の
取

り
換
え
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

作
業
は
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
作

業
員
（
市
の
腕
章
を
着
用
）
が
無
料

で
行
い
ま
す
。
敷
地
内
に
入
り
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
願
い　

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
車
両
な
ど
が
あ
り
ま
す
と
作
業

の
妨
げ
と
な
る
の
で
、
移
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
交
換
対
象　

平
成
12
年
度
に
取
り

付
け
た
水
道
メ
ー
タ

■
作
業
期
間　

11
月
末
ま
で

（
８
月
）
三
郷
地
域

（
９
月
）
豊
科
地
域

（
10
月
）
穂
高
地
域

（
11
月
）
堀
金
地
域

※
明
科
地
域
は
7
月
実
施
済

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部　

　

業
務
課
料
金
担
当

　
（
72・３
１
１
１ 

72・８
３
４
０
）

　

市
議
会
9
月
定
例
会
が
次
の
と
お

り
開
か
れ
ま
す
。
ど
な
た
も
傍
聴
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

■
会
期　

9
月
3
日
（
水
）

　

～
9
月
29
日
（
月
）

■
時
間　

午
前
10
時
開
会

■
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
３
階
）

問
堀
金
総
合
支
所
内
議
会
事
務
局

　
（
72
・３
１
０
６ 

71･

２
１
５
０
）

　

市
で
は
、
地
域
や
地
区
社
協
、
長

寿
会
な
ど
が
開
催
す
る
催
し
会
場
へ
、

市
消
費
生
活
相
談
員
を
派
遣
す
る

「
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
講
座
の
内
容

▽
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法

▽
最
近
の
消
費
者
相
談
の
中
か
ら
事

　

例
を
あ
げ
て
対
処
方
法
を
説
明

▽
悪
質
商
法
の
手
口

■
申
し
込
み　

日
程
調
整
を
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部

　

環
境
課

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

お

ら

せ

知

住
宅
・
土
地
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
更
新
作
業

議
会
9
月
定
例
会

平
成
20
年
度

狩
猟
免
許
試
験

水
道
メ
ー
タ　

取
り
換
え
作
業

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

道
に
は
み
出
し
た
樹
木
の
せ
ん
定
を

消
費
生
活
相
談
の
出
前
講
座

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
！

寄附のお礼【敬称略】
（平成 20年 6 月16日～ 23日）
◆佐々木会計事務所
　所長 佐々木 一夫
　10 万円（商工振興のため）
◆大学同窓会親睦ゴルフ大会
　実行委員長 津久井 光男
　10 万円（社会福祉のため）

【
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
？
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た

所
得
税
や
消
費
税
の
申
告
を
す
る
際

に
、
申
請
者
の
本
人
確
認
を
行
う
た
め

の
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
前
講
座
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
セ
ン
タ
ー

松
本
「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も
と
」

で
は
、
障
害
児
・
障
害
者
を
対
象
に

し
た
水
泳
教
室
を
行
い
ま
す
。
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
障
害
の
様
子
に
あ
わ

せ
て
指
導
し
ま
す
。
水
中
運
動
や
水

泳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
（
全
８
回
）
9
月
25
日
（
木
）

～
11
月
13
日
（
木
）
毎
回
木
曜
日

午
後
4
時
～
5
時

■
場
所　

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
プ
ー
ル

■
対
象　

中
信
地
区
在
住
の
小
学
生

以
上
の
障
害
児
・
障
害
者

※
介
助
者
の
参
加
可
能

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

10
人
程
度

■
申
し
込
み　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
内
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
係
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
9
月
15
日
（
月
）

ま
で
に
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
サ
ン

ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支
援
セ
ン
タ
ー

松
本
「
サ
ン
ス
ポ
ー
ト
ま
つ
も
と
」

〒
３
９
０
‐
０
８
３
３
松
本
市
双

葉
４
‐
16

（
24･

０
１
７
８ 

24･

０
１
７
６
）

　

http://w2.avis.ne.jp/~sunm
atsu/

ま
た
は
穂
高
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
（
81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
を
お
持
ち
の
人
を
対
象
と
し
た

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
、
10
月

1
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

■
受
信
料
免
除
の
申
請
期
間

　

随
時
受
付

■
受
信
料
免
除
の
申
請
場
所　

穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係
）
ま
た
は
、
各
総

合
支
所
（
市
民
福
祉
課
福
祉
係
）

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
（
81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

　

市
で
は
、
料
理
研
究
家
の
山
本
麗

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
介
護
予
防

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
心
身
の
機
能
は
低

下
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
毎
日
の

工
夫
で
よ
り
元
気
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
医
食
同
源
」と
い

う
よ
う
に
、
普
段
の
食
事
は
健
康
に

直
結
し
て
い
ま
す
。
食
生
活
を
見
直

す
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

9
月
４
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
（
81･

０
７
３
１ 

81・０
７
０
３
）

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
と
女
性
を
対

象
に
、
母
子
自
立
支
援
員
・
女
性
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。
母

子
家
庭
と
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
ど

ち
ら
の
相
談
場
所
も
利
用
で
き
ま

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
す
。

問
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

児
童
保
育
課
児
童
係

　
（
81･

０
７
２
７ 

81・０
７
０
３
）

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
自
ら
の

収
入
で
返
済
で
き
な
い
ほ
ど
の
多
額

の
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
人
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の

抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
伺
い
し
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書
士

な
ど
の
法
律
専
門
家
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
借
金
の
返
済
で
お
悩

み
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
電
話
相
談
も
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

毎
週
月
曜
～
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）午
前
8
時
30
分
～

12
時
15
分
、
午
後
１
時
～
4
時
30

分
の
間
、
電
話
に
よ
り
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務
所

多
重
債
務
相
談
窓
口
（
直
通
）

（
０
２
６･

２
３
４
・
２
９
７
０
）

ま
た
は
穂
高
総
合
支
所
内

市
民
環
境
部
環
境
課

（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）
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福

祉

水
泳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

障
害
児
・
障
害
者
対
象
水
泳
教
室

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

楽
し
く
作
っ
て
、
楽
し
く
食
べ
よ
う

料
理
研
究
家 

山
本
麗
子
講
演
会

相

談

母
子
自
立
支
援
員
・
女
性
相
談
員
に
よ
る

母
子
家
庭
・
女
性
向
け
の
相
談

長
野
財
務
事
務
所
に
よ
る

多
重
債
務
者
向
け
無
料
相
談

全額免除
【障害者の人を世帯構成員に有する場合】

半額免除
【受信契約者が障害者の人で世帯主の場合】

9 月 30 日まで 10 月 1 日から 9 月 30 日まで 10 月 1 日から

身
体
障
害
者

生活保護法による最低生活費の額に身体
障害者特別加算額を加算した額の費用に
よって営まれる生活状態以下の世帯

世帯構成員全員が
市町村民税非課税

●視覚・聴覚障害者
●重度の肢体不自由者

●視覚・聴覚障害者
　（対象等級）１～６級
●重度の身体障害者
　（対象等級）１級・２級

知
　
的

障
害
者

重度の知的障害者を構成員に有する世帯
で、世帯構成員全員が市町村民税非課税

適用外
●重度の知的障害者
　（対象等級）Ａ１

精
　
神

障
害
者

適用外 適用外
●重度の精神障害者
　（対象等級）１級

　市では 6月 23 日、市税などを滞納している人が所有する自動車に対し
てタイヤロックを装着し、使用と運行を制限する処置を行いました。
　これまでも、市では税負担の公平性を維持するため、市税などの滞納
者に対して督促を行い、未納が続く場合は引き続き再三の催告を行って
きました。しかし、経済的に納付が可能であるのにもかかわらず、誠意
の見られない滞納者については、関連法に基づき、滞納者が所有する自
動車（市の差し押さえ済み）に対してタイヤロックを装着し、使用と運行
を制限する処置に至りました。これらの処置に対しても引き続き納付が
ない場合は、当該車両を引き揚げて公売を行い、未納分の市税に充当します。
問豊科総合支所内総務部収納課（ 73･8181 72･8340）

相談日時 相談場所

8 月 26 日（火）

午後１時

～４時

豊科総合支所
南庁舎 101 号室

9 月 ２日（火）
穂高旧保健センター
２階会議室

9 月 30 日（火）
三郷総合支所
３階第３会議室

10 月　7 日（火）
堀金総合支所
１階相談室

10 月 28 日（火）
明科総合支所
２階第３会議室

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

三郷最終処分場　地下水監視井戸設置工事 三郷最終処分場浸出水処分場および
県森林組合連合会中信木材センター 日本綜合建設㈱松本支店                4,515,000

小岩岳処分場地下水監視井戸設置工事 穂高天蚕センターおよび市有緑地 ㈱サクセンあづみ野営業所              10,185,000

室山アグリパーク足型遊具修繕工事 室山アグリパーク 日本体育産業㈱                          3,465,000

穂高北小学校既存体育館外１棟解体撤去工事 穂高北小学校 ㈱赤羽組                                8,673,000

安曇野市三郷堆肥センター攪拌機取替工事 三郷堆肥センター ㈱日本製鋼所                            65,100,000

（市単）公共下水道下飯田北枝線第２工区管渠工事 豊科高家 ㈱山本組                                26,250,000

堀金公民館空調機器冷房設備工事 堀金公民館 ㈲マルエー電気商会                      5,775,000

ほりでーゆ～四季の郷露天風呂ろ過機等交換工事 ほりでーゆ～四季の郷 新菱冷熱工業㈱松本営業所              21,945,000

■相談日時・相談場所

入札・契約結果 （単位：円）

■従来の免除基準と新しい免除基準（10 月 1 日から）

もしあなたが市税などを滞納してしまうと…
タイヤロックの装着を実施しました

Information
B O X

料理研究家 山本 麗子さん
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法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
一
定
の
資
力
基
準
に

該
当
す
る
人
を
対
象
に
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。
離
婚･

相
続
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
な
ど
で
お

困
り
の
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

9
月
22
日
（
月
）

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

三
郷
総
合
支
所
３
階
会
議
室

■
相
談
人
数　

28
人

■
資
力
基
準
（
月
収
の
目
安
）

▽
単
身
者　

18
万
２
、
０
０
０
円
以
下

▽
２
人
家
族
25
万
１
、
０
０
０
円
以
下

▽
３
人
家
族
27
万
２
、
０
０
０
円
以
下

▽
４
人
家
族
29
万
９
、
０
０
０
円
以
下

※
１
人
増
に
つ
き
３
万
円
加
算

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

9
月
１
日
（
月
）
～

9
月
19
日
（
金
）、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
の
間
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
予
約
は
先
着
順
で

す
。
申
込
時
に
収
入
な
ど
資
力
の

確
認
を
し
ま
す
。

問
法
テ
ラ
ス
長
野
（
日
本
司
法
支

援
セ
ン
タ
ー
）

（
０
５
０
・３
３
８
３
・５
４
１
５
）

　

松
本
保
健
所
で
は
、
難
病
患
者
と

家
族
を
対
象
に
難
病
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
医
療
や
日
常
生
活
の
相
談

を
予
約
制
に
て
行
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所
（
２
会
場
）

▽
松
本
保
健
所
測
定
室　

9
月
4
日

（
木
）
午
後
2
時
～
4
時

▽
松
本
保
健
所
安
曇
野
支
所
10
月
2

日
（
木
）
午
後
2
時
～
4
時

■
相
談
内
容

《
医
療
相
談
》
大
原
慎
司
先
生（
ま
つ

も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
中
信
松
本

病
院
神
経
内
科
）
難
病
相
談
支
援

員
（
長
野
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
）

《
栄
養
相
談
》
保
健
所
管
理
栄
養
士

《
生
活
相
談
》
保
健
所
保
健
師

■
対
象
者　

難
病
患
者
お
よ
び
家
族

■
申
し
込
み　

左
記
ま
で
電
話
で
直

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
松
本
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
（
40･

１
９
３
８ 

47・９
２
９
３
）

　

ま
た
は
松
本
保
健
所
安
曇
野
支
所

　
（
72･

２
１
５
３ 

72・９
７
３
０
）

　

平
成
21
年
4
月
採
用
の
市
職
員

（
初
級
）
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
程
お
よ
び
内
容

▽
第
１
次
試
験	

・
日
程　

9
月
21
日
（
日
）

・
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
予
定
）

・
内
容　

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性

検
査
お
よ
び
作
文
試
験

▽
第
２
次
試
験	

・
日
程　

10
月
中
旬

・
場
所　

堀
金
総
合
支
所
（
予
定
）

・
内
容　

面
接
試
験

■
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書　

本
庁

舎
１
階
総
務
部
人
事
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
地
域
支
援
課
に
あ
り
ま

す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

１
４
０
円
切
手
を
同
封
の
う
え
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
案
内
な
ど
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

8
月
25
日
（
月
）
～

9
月
1
日
（
月
）（
土･

日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後

5
時
ま
で

■
申
し
込
み　

受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
持
参
に
よ
る
方
法　

本
庁
舎
１
階

総
務
部
人
事
課
ま
で
持
参

・
郵
送
に
よ
る
方
法　

9
月
1
日
必

着（
配
達
記
録
郵
便
な
ど
で
郵
送
）

問
本
庁
舎
内
総
務
部
人
事
課
職
員
担
当

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
‐
46

（
71・２
０
０
０
71・５
１
５
５
）

　

三
郷
地
域
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
繁
期
に
農
作
業
の
支
援
が
で

き
る
支
援
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
農
作
業
時
期　

9
月
～
11
月
の
農

繁
期

■
報
酬　

時
給
８
０
０
円

■
条
件　

健
康
で
一
定
期
間
継
続
し

て
作
業
が
で
き
る
こ
と
・
農
場
へ

の
移
動
と
昼
食
は
各
自
・
交
通
費

の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん

※
農
作
物
の
状
況
に
よ
り
作
業
内
容

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　

9
月
末
日
ま
で
（
期

間
前
に
締
め
切
り
の
場
合
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

左
記
ま
で
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）

　

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
次

の
と
お
り
県
営
住
宅
入
居
者
の
統
一

募
集
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
か

勤
務
す
る
人
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
者

（
１
）同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
結
婚
予
定
含
む
）が

あ
る

（
２
）住
宅
に
困
っ
て
い
る

（
３
）収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

■
受
付
期
間　

9
月
１
日
（
月
）

～
9
月
10
日
（
水
）（
土
日
も
可
）

■
募
集
団
地　

松
本
地
方
事
務
所
管

内
の
県
営
住
宅（
詳
細
は
8
月
中

旬
こ
ろ
決
定
の
た
め
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
募
集
内
容　

（
１
）空
き
家
募
集（
10
月
1
日
付

で
入
居
が
可
能
な
住
宅
の
募
集
）

（
２
）補
欠
募
集
（
６
カ
月
以
内
に

　

空
き
家
が
出
た
場
合
の
募
集
）

問
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
松
本
事
務
所

（
47･

０
２
４
０ 

47･

８
９
０
２
）

　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運

営
委
員
会
で
は
、
手
作
り
豆
腐
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
安
曇
野
産
の

大
豆
で
作
る
お
い
し
い
豆
腐
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

9
月
6
日
（
土
）

・
１
回
目　

午
前
9
時
～

・
２
回
目　

午
後
1
時
30
分
～

■
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

利
用
運
営
委
員

■
豆
腐
代
１
丁
１
０
０
円（
３
丁
ま
で
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

豆
腐
を
入
れ
る
容
器
・
室
内
用
長
靴

■
申
し
込
み　

8
月
25
日
（
月
）
か

ら
、
豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設

課
で
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た

は
来
庁
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

産
業
振
興
係

（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

　

あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は
、
9
月
か

ら
の
健
康
教
室
（
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
）

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

▽
9
月
2
日
（
火
）
～
毎
週
火
曜
日

午
後
1
時
45
分
（
全
15
回
）

▽
9
月
5
日
（
金
）
～
毎
週
金
曜
日

午
後
1
時
45
分
（
全
15
回
）

※
時
間
が
変
更
す
る
場
合
あ
り
。

■
定
員　

各
教
室
と
も
40
人

■
費
用
（
入
浴
料
込
み
）　

・
受
講
料　

３
、
０
０
０
円

・
使
用
料　

６
０
０
円
（
毎
回
）

■
申
し
込
み　

8
月
26
日
（
火
）
～

29
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
～
5

時
の
間
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

問
穂
高
広
域
施
設
組
合
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド

（
82･

０
２
５
６ 

82･

０
２
５
７
）
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弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

巡
回
無
料
法
律
相
談

松
本
保
健
所
に
よ
る

難
病
相
談

安
曇
野
市
役
所
職
員
の
募
集

募

集

リ
ン
ゴ
の
葉
摘
み
と
収
穫
作
業

農
作
業
を
支
援
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
営
住
宅

入
居
者
の
募
集

手
作
り
豆
腐
体
験
教
室

参
加
者
の
募
集

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
生
涯
健
康

試験の
種　類

試験
区分

採用予定
人　　員

受験資格

初級
（高校

卒業
程度）

行政 若干名

昭和 58 年 4 月 2 日から平成 3
年 4 月 1 日までに生まれた人
で、高等学校卒業程度の学力
を有する人（ただし、４年制
大学卒業《見込》者および高
度専門士の称号を取得《見込》
の人は、受験できません）

◇お詫びと訂正◇
広報あづみの《64 号》（７月 23 日発行）
■７ページ・２段７行目　
　【誤】時間後→【正】１時間後
■ 34 ページ・年金相談
　【誤】８：30 →【正】９：30
■裏表紙・男性の人口
　【誤】プラス 46 →【正】マイナス 46
■裏表紙・次回発行
　【誤】お知らせ版→【正】通常版

◇お詫びと訂正◇
安曇野市農業委員会だより《第５号》
（７月 23 日発行）
■６ページ・松塩筑安曇農業委員会
　協議会功労者表彰者
　【誤】大堀裕幸→【正】大堀洋幸

■試験の種類･試験区分･採用予定人員･受験資格

（1）日本国籍を有しない人も受験できます。（就職が制限されている在留資格の人は除く）

（2）地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人は、受験できません。
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防
衛
省
で
は
、特
別
職
国
家
公
務

員「
自
衛
官
等
」の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本

地
域
事
務
所
・
広
報
セ
ン
タ
ー

「
信
濃
」（
36
・
２
７
８
７
）

ご
意
見
の
紹
介

　

広
報
6
月
号
で
募
集
し
た「
福
祉
、

子
育
て
、教
育
に
か
か
わ
る
設
計
」
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

　

玄
関
ま
で
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、

玄
関
・
廊
下
・
階
段
・
ト
イ
レ
な
ど
の

手
す
り
の
設
置
／
開
閉
し
や
す
い
扉

の
設
置
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
で
あ
る
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

の
拡
充
／
親
子
が
料
理
で
き
る
キ
ッ

チ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
／
ノ
ン
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
住
宅
／
子
ど
も
の
安

全
の
た
め
、収
納
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

意
見
募
集

室
内
環
境
設
計
に
か
か
わ
る
要
望

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、室
内
環
境（
エ

コ
、省
エ
ネ
、そ
の
他
の
機
能
）で
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

8
月
21
日
（
木
）

～
9
月
4
日
（
木
）

■
応
募
方
法　

書
面
で
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
で
の
映
画
・
Ｔ
Ｖ
撮
影
な
ど

の
誘
致
を
目
標
に
安
曇
野
フ
ィ
ル
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）
を
設
置
し
ま
す
。
市
内
の

風
景
や
建
物
、
街
並
み
な
ど
を
選
ん

で
写
真
を
撮
り
、
冊
子
に
ま
と
め
、

全
国
の
映
像
関
係
会
社
や
Ｔ
Ｖ
局
に

配
布
し
ま
す
。
こ
の
撮
影
作
業
に
協

力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
映
画
に

な
り
う
る
風
景
な
ど
の
情
報
も
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
店
舗
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

各
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
鍋
、

フ
ラ
イ
パ
ン
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
の
金

物
類
を
集
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

で
造
形
作
家
の
松
原
弘
己
さ
ん
が
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
し
、
市
内
の
空

き
店
舗
に
展
示
し
ま
す
。

●
金
物
類
の
収
集　

　

8
月
25
日
（
月
）
か
ら
9
月
5
日

（
金
）
ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
、

事
務
局
に
電
話
連
絡
の
上
、
お
持
ち

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
定
の
量

に
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

●
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
へ
の
要
望　

　

制
作
し
て
ほ
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
希
望
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
9
月

5
日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局
へ
お
願

い
し
ま
す
。

●
展
示
す
る
空
き
店
舗
募
集　

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
１
カ
月
ほ
ど
展

示
す
る
空
き
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

賃
借
料
に
つ
い
て
は
ご
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
安
曇
野
ブ
ラ
ン

　

ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
事
務
局

　
（
77・３
１
１
１ 

77・６
０
６
０
）
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安 曇 野 ブ ラ ン ド ニ ュ ー ス
安曇野ブランドデザイン会議の進ちょく状況などをシリーズでお伝えします

第５回

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

募
集

公共職業訓練
受講生の募集

ハローワークに求職申し込み
をしている人が対象。経理
事務・簿記・就職試験など
の支援が受けられます。

時：10 月 1 日（水）～
　　12 月 26 日（金）
　　　（土日・祝日除く）
　　午前9時10分～午後４時
所：中信職業訓練センター

定：20 人
料：無料
（教材費は実費）

中信職業訓練センター
（ 34･0488 34･0461）
または商工観光課商工労政係
（ 77・3111 77・6060）
※詳しくは９月 4日（木）までに電
話でお問い合わせを。

ヘルパー２級
資格取得講座
受講生の募集

土曜日の開講で、終了後の
就労を支援します。
障害がある人も一定要件を
満たせば受講可です。

時：受講期間 9 月 20 日～
12 月 27 日（全土曜日）実習
期間平成 21 年 1 月 5 日～ 2
月 27 日の間で４日間
所：松本市勤労者福祉セン
ター、なんなん広場ほか

定：20 人（先着順）
料：受講料
5万 5,000 円
テキスト：6,000 円
実習費：9,000 円

ＮＰＯ法人 ワークス＆コミュニケー
ションズ 加納 幸一さん
（ 50･6286 50･6287）
または社会福祉課障害福祉係
（ 81･0724 81･0703）
募集期間：９月 18 日（木）まで

講
習

自動車運転免許
特定任意講習会

9 月 5日（金）～平成 21年
3月 4日（水）の間に免許証
更新となる人が対象です。こ
の講習を受けると更新時の
講習は免除されます。
（優良運転者は受講する必要
はありません）

時：9月 4日（木）午後 7時
（受付午後 6時 30 分～ 7時）
所：豊科公民館２階大会議室

料：1,700 円
（おつりの無いようお
願いします）
運転免許証持参

安曇野交通安全協会
（  72･2263）
注意：70 歳以上の人、更新時に70 歳
になる人、行政処分を受けている人は
別講習のため、受講できません。

催
し

あづみ野寄席 2008
林家木久扇・
木久蔵ダブル襲名
公演

林家木久扇、木久蔵ダブル
襲名公演のほか、三遊亭楽
太郎、林家きく麿が出演。
秋の夜長に落語はいかが。

時：9月 26 日（金）
会場 : 午後 6時 30 分
開演 : 午後 7時
所：豊科公民館大ホール

料：前売り券
（指定席）：4,000 円
（自由席）：3,000 円
当 日 券：4,000 円

安曇野市商工会豊科支部
（ 72・2986 72・8461）
または商工観光課商工労政係
（ 77・3111　 77・6060）

童謡・唱歌・心の
歌の旅 １ｓｔ

ゲストにマンドリン奏者折井
清純さんを迎えます。足踏み
オルガンの伴奏にあわせて、
みんなでなつかしい心の歌
を歌うコンサートです。

時：8月 29 日（金）　
　　午後７時～８時 30 分	
所：碌山公園研成ホール

料：無料 碌山公園研成ホール
（  82・0769）

５周年記念
有遊賞
受賞作家展

ギャラリー有遊公募洋画展
で受賞した歴代受賞作家 16
人の作品を、一堂に展示しま
す。

時：9月4日（木）～9月8日（月）
　　午前 10 時～午後 5時
　　（最終日は午後３時まで）
所：碌山公園研成ホール

料：無料 中村さん（ 83・7878）
または碌山公園研成ホール
（  82・0769）

穂高東中学校
生徒会バザー

収益金は、文化祭をはじめ
とする生徒会活動の資金に
充てられます。商品の提供も
お受けします。

時：9月 6日（土）
　　午前 10 開店～
　　午前 11 時 30 分
所：穂高東中学校講堂

料：無料 穂高東中学校（ 82・2230）
※商品提供などのご相談は、午前８
時～午後 5時の間に、穂高東中学校
事務室か職員室へご連絡ください。

学
ぶ

水辺の自然観察会

小中学生と保護者を対象と
した自然観察会。帽子、タ
オル、着替え、水筒、お弁当、
筆記用具を持ってご参加くだ
さい。

時：8月 30 日（土）　
　　午前 10 時 30 分～	
所：明科自然体験交流セン
　　ターせせらぎ

料：100 円
（保険料）

ＮＰＯ法人 川の自然と文化研究所　
百瀬 剛さん
（ 76･1620 76･1621）
※詳細は問い合わせください。

初心者・
高齢者向け
パソコン教室

ワード基礎・エクセル基礎を
学び、簡単な文章やチラシ・
年賀状などを作ってみません
か。

時：通年（日曜日定休）
　　午前 11 時 30 分～
　　午後 7時ころ
所：豊科宅老所ちゃ茶

対象：市民一般
料：１時間 100 円
　　　（２時間まで）

ＮＰＯ法人 宅老所ちゃ茶
大谷 隆夫さん
（ 72･4274 72･1964）
※詳細は問い合わせください。

自
衛
官
等
の
募
集

後 援 な ど 時 所 定 料＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金

安
曇
野
モ
デ
ル〈
住
宅
〉プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

安 曇 野 ブ ラ ン ド デ ザ イ ン 会 議

１ 周 年 記 念 事 業
日時　8月 30 日（土）
午後 1時 30 分～ 4時 30 分

場所　穂高会館　講堂
◆各部会の報告
◆講演会「地域ブランド成功の
条件～地域の資源や魅力を付
加価値にしよう～」講師（株）
ブランド総合研究所社長・田中
章雄さん

【講師プロフィール】
昭和 34 年福井県生まれ。日経Ｂ
Ｐ社を経て、2005 年に「ブラン
ド総合研究所」を設立。地域ブ
ランドコンサルタントなどを通
じ各地のブランド戦略に取り組
んでいる。
◆各プロジェクトの報告
※正午から「ぬかくどご飯」の
実演とおにぎりの試食会を行
います。

安
曇
野
フ
ィ
ル
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（株）イトウ（株）関組が受賞
　より良い公共工事を行うために、土木・建築関係企業
の技術者と市役所関係課の技術系職員による研修会を 7
月 10 日、堀金総合体育館で開催しました。この研修会に
先立ち、19 年度中の公共工事についての優良工事表彰を
実施し、（株）イトウと（株）関組が、この表彰を受けま
した。代表してあいさつした（株）イトウの小林昇副社
長は、「この受賞を期に今後も技術の研さんに務めたい」
と抱負を述べました。

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

２等
陸・海・空士

男子

18 歳以上 27 歳未満

年間を通じて行なっています 9 月13 日・21 日・27 日
10月18 日・12 月 13 日

女子 9 月 10 日まで
9 月 28 日

一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 9 月 10 日まで １次　 9 月 20 日
２次　10 月 9 ～ 16 日　　

看護学生 男女 高卒（見込含）24 歳未満 9 月 8 日～ 9 月 30 日 １次　10 月 25 日
２次　11 月 22・23 日　　

航空学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 9 月 10 日まで
１次　 9 月 23 日
２次　10 月 18 ～ 23 日　　
３次　11 月 15 ～ 12 月 12 日

防衛大
学校学生

一般
男女 高卒（見込含）21 歳未満

9 月 8 日～ 9 月 30 日 １次　11 月 15・16 日
２次　12 月 16 ～ 20 日　　

推薦 9 月 5 日～ 9 月 9 日 9 月 27・28 日

防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 9 月 8 日～ 9 月 30 日
１次　11 月 1・2 日
２次　12 月 3 ～ 5 日

自衛隊生徒（陸） 男子 中卒（見込含）17 歳未満 11 月 1 日
～平成 21 年 1 月 6 日

１次　平成 21 年 1 月 10 日
２次　平成 21 年 1 月 24 日

予備自
衛官補

一般
男女

18 歳以上 34 歳未満
7 月 22 日
～ 10 月 10 日　

10 月 18 日～ 20 日
いずれか 1 日技能 18 歳以上で保有する技能

に応じ 53 ～ 55 歳未満

既
存
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



数字で探る

私たちの健康

今月の料理人

本多 節子さん

穂高
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く ら し の ペ ー じ

９月１日～３０日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
ナスのはさみ揚げ

材料（４人分）
ナス（中）５本、玉ねぎ２個、レタスの葉 10 枚、
トマト２個、シイタケ（小）４個、かたくり粉適
量、ごま油大さじ１、ニンニク少々、［Ａ（たね）：
豚ひき肉 200㌘、卵１個、塩小さじ１/２］、［調
味料Ｂ（あん）：砂糖大さじ２、酢大さじ３、トマ
トケチャップ大さじ１、ウスターソース大さじ１］
作り方
①：ナスはへたを落として厚さ１㌢に切り、水に

入れてあくを抜く。玉ねぎはスライスして水
にさらしておく。

②：ボウルに A を入れ、よく混ぜ合わせる。
③：ナスの水気をふき取る。切り口面にかたく

り粉をまぶし、②を平らに挟んで 170 ～
180℃の油で揚げる。シイタケにも②をの
せて揚げる。

④：小鍋にごま油を中火
で熱し、みじん切り
したニンニクをいた
める。調味料Ｂを加
え、煮立ったら弱火
にし、水溶きかたく
り粉でとろみを付け
あんを作る。

⑤：皿にレタスを敷き、揚
げたナス、シイタケを
並べ、トマトを添えたら
できあがり。小皿に取
り分け、玉ねぎスライ
スを添えて、あんをか
けていただきます。

　暑い時期、冷やして食べれば食欲が増します。
オードブル風に盛り付けて夕食にいかがですか。

　

市
で
は
、
昨
年
度
の
成
人
検
診
で
要

精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
人
の
う
ち
、

医
療
機
関
の
精
密
検
査
を
受
診
し
た

人
の
受
診
率
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
検
診
に
よ
っ
て
受

診
率
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
各
種
が
ん
検
診
は
約
７
割

以
上
の
人
が
精
密
検
査
を
受
診
し
て

い
て
、
が
ん
に
対
す
る
予
防
意
識
が

高
く
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

基
本
健
康
診
査
に
お
け
る
精
密
検
査

の
受
診
率
は
５
割
を
切
っ
て
い
ま
す
。

「
自
覚
症
状
も
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
精
密
検
査
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
血
圧
や
脂
質
異
常

症
・
糖
尿
病
な
ど
の
適
切
な
治
療
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
医
師
の
指
示
で

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
気
の
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
る
、
と
て
も
重
要
な
検
査

で
す
。

　

精
密
検
査
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、
今
年
の
検
診
を
受
け
る
前
に
、

ま
ず
、
昨
年
度
の
検
診
結
果
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

お
忘
れ
な
く 

成
人
検
診
の
精
密
検
査

生
ご
み
を
減
ら
し
て 

エ
コ
ロ
ジ
ー

夏場は、スイカの皮などの水
気を含んだ生ごみが、たくさん
出される傾向にあります。ごみ
を焼却している穂高クリーンセ
ンター（穂高広域施設組合）で
は、灯油を使って焼却炉の温度
を高温に維持しています。最近
では原油価格の高騰もあり、歳
出面で大きな負担になっている
のが現状です。また、スイカの
皮は量もかさばるので、ゴミ袋
も多くなりがちです。

市では家庭ごみの減量と再資
源化を図るため、市内の一般家
庭や店舗、事業所などを対象に、
生ごみ処理機器やコンポスター、
せん定枝等粉砕機の購入に対し、
補助金を交付しています。生ご
みをたい肥化して畑や園芸に使
う「キッチンからエコロジー」を
はじめてみませんか。

環境ナビ
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緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
尋
ね

ま
し
た
。

Ｑ　
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
っ
て
ど
ん
な

こ
と
？

Ａ　
宅
内
か
ら
発
生
し
た
庭
木
の
せ

ん
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
て
、
資
源
と

し
て
有
効
活
用
す
る
事
業
で
す
。
も

ち
ろ
ん
処
理
料
は
無
料
で
す
。

Ｑ　
チ
ッ
プ
は
何
に
使
う
の
？

Ａ　
花
壇
や
樹
木
の
周
り
に
敷
き
詰

め
て
、雑
草
の
発
生
を
抑
制
し
た
り
、

土
の
乾
燥
や
温
度
変
化
を
緩
和
し
た

り
し
ま
す
。ま
た
、積
み
重
ね
て
完
熟

さ
せ
て
堆
肥
と
し
て
も
使
い
ま
す
。

Ｑ　
ど
ん
な
枝
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
せ
る
の
？

Ａ　
庭
木
の
せ
ん
定
枝
に
限
り
ま
す
。

太
さ
が
８
セ
ン
チ
以
下
、
長
さ
は
持

ち
運
べ
る
程
度
ま
で
で
す
。廃
木
材
・

竹
な
ど
の
繊
維
の
強
い
木
・
う
る
し
・

バ
ラ
類
・
つ
る
類
・
草
・
落
ち
葉
・

切
り
株
・
樹
木
の
根
な
ど
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ　
チ
ッ
プ
は
も
ら
え
ま
す
か
？

Ａ　
無
料
で
お
渡
し
で
き
ま
す
。
希

望
の
人
は
下
記
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

Ｑ　
注
意
事
項
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
刈
草
や
葉
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し
た
り
、
丸
太
や
木
箱
の

木
切
れ
を
出
し
た
り
す
る
人
が
い
て

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に

止
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
良
質
の

チ
ッ
プ
に
す
る
た
め
、
葉
は
で
き
る

だ
け
落
し
、
枝
別
れ
は
切
り
揃
え
、

ひ
も
で
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

０
１
２
０
・
７
９
３
・
５
３
０

穂
高
支
所
内
市
民
環
境
部
環
境
課

（
82・３
１
３
１ 

82・６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
係

ル
ー
ル
を
守
っ
て 

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

～補助制度の活用を！～
◇生ごみ処理機器

補助率　購入費の２分の１
処理量５Ｋｇ未満１基 ３万円限度

◇ボカシ容器およびコンポスター

補助率　購入費の３分の２
１基 3,000 円が限度額

◇せん定木等粉砕機

補助率　購入費の２分の１
１基１万円が限度額
※詳しくは、ごみ出し方の手引きを
ご覧になるか右記へお問い合わせ
ください。

66.7%

90.0%

100.0%

75.6%

93.3%

76.2%

42.9%

82.0%

肺がんCT検診

結核検診

マンモグラフィ検診

子宮頸部検診

乳房検診

大腸検診

胃検診

基本健康診査

平成 19 年度

成人検診後の精密検査受診率
（平成20年６月末調査）未受診者受診者

7 日・日

堀内医院 [ 穂高 ] 82-3324
楢本内科医院 [ 豊科 ] 73-0616
安曇野形成皮ふクリニック [ 豊科 ] 71-2345
下條歯科医院 [ 堀金 ] 72-7433

14 日・日

飯田医院 [ 穂高 ] 83-5061
神谷小児科医院 [ 豊科 ] 72-5162
山田医院 [ 豊科 ] 72-3207
アルプス歯科クリニック [ 三郷 ] 77-8901

15 日・月
祝日 

伊藤医院 [ 明科 ] 62-2051
根津内科医院 [ 穂高 ] 82-8382
こうの内科循環器科 [ 豊科 ] 71-5881
笠原歯科医院 [ 豊科 ] 72-2108

21 日・日

小田切医院 [ 穂高 ] 83-6025
高橋医院 [ 穂高 ] 82-2561
木暮医院 [ 三郷 ] 77-2119
アルプス歯科クリニック [ 三郷 ] 77-8901

23 日・火
祝日

平林医院 [ 明科 ] 62-2227
柏原クリニック [ 穂高 ] 82-7222
白木医院 [ 三郷 ] 77-2134
堀金歯科医院 [ 堀金 ] 72-6975

28 日・日

清沢医院 [ 穂高 ] 82-7600
前角整形外科医院 [ 穂高 ] 82-1478
土屋クリニック [ 豊科 ] 71-1811
土居歯科医院 [ 豊科 ] 72-2462

※変更になることがあります。ご利用前に医療情報案内
　（ 0120-890-423）で確認してください。

57.1％

18.0％

23.8％

6.7％

24.4％

0.0％

10.0％

33.3％
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物語

明るく優しい心を

持つ、たくましい男の子

に育ちますように……、との

願いを込めました。外で遊ぶの

が大好きで、最近では水遊びが

お気に入り！　元気に暑い夏

を乗り切っています。

(ママ・陽子さん)

黒岩

ゆずき

柚葵
くん

１歳

（三郷小倉）

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494
■休館日／土曜･日曜･祝日

10:30～11:15

10:30～

10:30～11:30

11:00～

ママキッズビクス

とんとんらんど(キッチンリース）

よちよちらんど(ミニ運動会）

おはなしムーン

４日(木)

５日(金)

19日(金)

第１･３水曜日

２日(火)

16日(火)

27日(土)

毎週月曜日

身体測定日

お月見会

おはぎ作り

読み聞かせ(ボランティアによる)

12日(金)

19日(金)

30日(火)

毎週月曜日

毎週火曜日

お月見会

身体測定日

親子リトミック教室

わらべ歌遊び(内山房子先生による)

読み聞かせ(ボランティアによる)

10:15～11:15

10:00～12:00

10:30～11:30

11:10～11:30

11:20～11:40

15:45～16:30

15:45～16:30

10:00～12:00

10:00～11:30

10:00～11:30

11:20～11:40

６日(土)

18日(木)

毎週火曜日

親子クッキング

ママキッズビクス

おはなしムーン

10:30～12:00

10:30～11:15

10:30～

３日(水)

17日(水)

工作

運動あそび

いっしょにあそぼう

６日(土)

９日(火)

13・27日(土)

13日(土)

27日(土)

９:00～16:30

15:30～16:30

10:00～12:00

14:00～15:00

14:00～15:00

11:00～11:30

11:00～11:30

11:00～11:30

野外活動（飯ごう炊さん）

絵心教室 (近藤佐智子先生)

パソコンの日

卓球教室 (西村佐保子先生)

サッカー大会

絵本・紙しばい

紙コップフリスビー

リズムあそび

１･８･22･29日(月)

19日(金)

26日(金)

本村区 13日(土)　／ たつみ原区 27日(土)

２･３歳児…水曜日　１歳児…木曜日　０歳児･･･金曜日

安曇野めぐり(馬羅尾高原)

おはぎ作り

身体測定日

ステップ講座①(楽しい子育て)

読み聞かせ(ボランティアによる)

６日(土)

17日(水)

25日(木)

30日(火)

第2・3・4水曜

９:00～13:00

10:00～11:30

10:00～12:00

10:00～11:30

11:00～11:20

木工工作(くるま作り)

ちびっこクッキング(クレープ作り)

おはなしいっぱい

３日(水)

６日(土)

25日(木)

10:30～11:30

10:30～12:00

10:30～11:00

★穂高中央児童館 ℡84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 ℡76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

児童館の予定 子育てに関する相談については、右頁をご覧ください
･･･乳幼児対象
･･･参加費

※小学生15人

※20組

移動児童館 10:30～15:00

キッズリユース広場 お下がり会　（穂高地域)

ひまわりの日（小学生対象・毎週水曜日）

100円
※市内在住親子対象

ひまわりっ子クラブ 10:00～12:00

不要になった衣類やおもちゃなどのお下がりの交換会です。

29日(月)　10:30～11:00
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古紙を配合した再生紙、
環境に優しい大豆油インクを使用しています。

今月の色

万緑
Ｂanryoku

真夏のたくさんの緑。

色の名というより

その様子を表す季語。

其
の
三
十
五

万
ばんりょく

緑のトンネル抜けて
～ 「ひまわり」のサマーキャンプ ～

　

草
木
が
重
な
り
合
う
万
緑
の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
、
犀
川
に
向
け
進
む
ゴ
ム
ボ
ー

ト
。
白
い
飛し

ぶ
き沫

に
歓
声
を
あ
げ
、
夏
の

子
ど
も
た
ち
が
行
き
ま
す
―
―
。

　

子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施
設

「
ひ
ま
わ
り
」
の
活
動
実
行
委
員
会
と

教
育
委
員
会
が
開
い
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

が
７
月
28
日
か
ら
２
泊
３
日
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
小
学
５
、６
年
生
40
人
は
、

夏
の
思
い
出
を
と
も
に
し
ま
し
た
。

2008.8.1現在 （ ）内は対前月比　

人口	 99,827人（ ＋66）

	 男	 48,439人（ ＋16）

	 女	 51,388人（ ＋50）

世帯	 36,512世帯（ ＋45）

編 

集 

後 

記

◆
ガ
サ
ゴ
ゾ
、
ブ
～
ン
。
寝
苦
し
い
熱

帯
夜
、
異
変
で
目
が
覚
め
た
。
電
気
を

つ
け
た
ら
、
家
の
中
は
黒
い
物
体
だ
ら

け
、
ゾ
～
。
よ
く
見
た
ら
見
慣
れ
た
カ

ブ
ト
虫
だ
。
誰
だ
ケ
ー
ス
の
ふ
た
を
閉

め
忘
れ
た
の
は
。
あ
と
１
匹
ど
こ
行
っ

た
。
ひ
と
夏
の
恐
怖
体
験
で
し
た
。
Y

◆
ハ
ン
コ
社
会
と
言
わ
れ
る
役
所
の
世

界
で
す
が
、
電
子
決
済
が
内
部
的
な
事

務
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
事
務
職
に

と
っ
て
、
え
ん
ぴ
つ
ナ
メ
ナ
メ
の
時
代

が
静
か
に
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
T

◆
暑
い
と
は
い
え
、
夜
に
な
れ
ば
さ
わ

や
か
な
風
が
吹
く
安
曇
野
。
同
じ
感
覚

で
県
外
へ
行
く
と
、
窓
を
開
け
て
も

ム
ッ
と
す
る
よ
う
な
熱
風
が
吹
き
込
み

ガ
ッ
カ
リ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
。
涼
し
い
風
が
吹
く
た
び
に
、
安
曇

野
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
ま
す
。　

S

◆
10
月
号
か
ら
、
広
報
紙
の一
部
へ
広
告

を
掲
載
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も

導
入
予
定
で
募
集
を
始
め
て
い
ま
す
。

共
に
初
め
て
の
こ
と
で
、
広
告
主
の
皆

さ
ん
に
ど
の
位
人
気
が
あ
る
の
か
、
大

い
に
気
に
な
り
ま
す
。　
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